
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Vol. 57 No. 1潜埋・虚葬小考
史
の
研
究
』汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）参
照
。
（
（
）
余
国
江「『
邢
台
開
元
寺
金
石
志
』商
榷
二
則
」（『
文
物
春
秋
』二
〇
一
六
年
第
三
期
）参
照
。
（
（
）
張
順
兵「
五
胡
十
六
国
早
期
銘
石
書
対
魏
楷
的
影
響
―
以
後
趙
故
都
邢
台「
晋
政
残
碑
」為
例
」（『
中
国
書
法
』三
二
四
、二
〇
一
八
年
）参
照
。
（
（
）
魏
晋
以
来
、
後
漢
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
立
碑
を
含
む
厚
葬
の
風
習
は
禁
止
さ
れ
た（
楊
泓「
談
中
国
漢
唐
之
間
葬
俗
的
演
変
」（『
文
物
』一
九
九
九
年
第
一
〇
期
）、
張
学
鋒
編『
中
国
墓
葬
史
』上
、
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
五
頁
、
李
梅
田
「
曹
魏
薄
葬
考
」（『
中
原
文
物
』二
〇
一
〇
年
第
四
期
）等
参
照
）。
石
勒
の
母
は
漢
帝
国
の
後
継
を
標
榜
す
る
匈
奴
漢
の
も
と
で
葬
ら
れ
た
た
め
、
匈
奴
漢
の
漢
帝
国
の
踏
襲
は
、
か
か
る
文
化
面
に
ま
で
及
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
史
料
の
み
で
は
断
言
し
得
な
い
の
で
、
可
能
性
の
指
摘
に
留
め
る
。
（
（
）
前
掲
注（
（
）余
国
江「『
邢
台
開
元
寺
金
石
志
』商
榷
二
則
」（
一
四
頁
）参
照
。
（
（
）
朴
漢
済「
魏
晋
南
北
朝
時
代
墓
葬
習
俗
의
変
化
와
墓
誌
銘
의
流
行
」（『
東
洋
史
学
研
究
』
一
〇
四
、二
〇
〇
八
年
）
は
、
虚
葬
が
副
葬
品
等
の
埋
葬
を
公
開
す
る
事
で
あ
り
、
潜
埋
が
秘
密
裏
に
遺
体
を
埋
葬
す
る
事
で
あ
る
と
す
る（
四
五
～
四
六
頁
）。
虚
葬
と
潜
埋
の
区
別
と
し
て
は
本
稿
も
こ
の
整
理
に
従
う
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
私
見
は
本
論
に
て
後
述
す
る
。
（
（
）
楊
寛（
西
嶋
定
生
ら
訳
）『
中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』（
学
生
社
、一
九
八
一
年
、
六
七
～
六
八
頁
）、
曹
永
年「
説「
潜
埋
虚
葬
式
」（『
文
史
』三
一
、一
九
八
八
年
）
等
参
照
。
（
（
）
前
掲
注（
（
）楊
寛（
西
嶋
定
生
ら
訳
）『
中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』（
六
七
～
六
八
頁
）参
照
。
（
（
）
前
掲
注（
（
）朴
漢
済「
魏
晋
南
北
朝
時
代
墓
葬
習
俗
의
変
化
와
墓
誌
銘
의
流
行
」
も
同
じ
観
点
に
立
つ
。
し
か
し
、
朴
氏
は
こ
の
文
化
は
遊
牧
の
風
習
に
よ
っ
て
後
押
し
さ
れ
た
も
の
と
見
做
す
。
そ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
桓
温
の
事
例
等
も
踏
ま
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
潜
埋
・
虚
葬
と
遊
牧
文
化
の
密
接
な
関
係
を
想
定
し
な
く
て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
。
（
（0
）「
民
族
」と
い
う
語
は
、
近
代
に
生
ま
れ
たethnicity
と
い
う
概
念
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
が
、
前
近
代
を
対
象
と
す
る
議
論
に
お
い
て
、
か
か
る
概
念
が
成
立
し
難
い
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、「
匈
奴
や
鮮
卑
と
い
っ
た
大
集
団
を
指
す
適
切
な
語
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
」（
川
本
芳
昭『
中
華
の
崩
壊
と
拡
大
』講
談
社
、
二
〇
二
〇
年
、
三
八
一
頁
、
初
版
二
〇
〇
五
年
）と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
民
族
と
呼
ん
で
お
く
が
、
そ
こ
に
近
代
的
・
現
代
的
な
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
な
い
事
は
強
調
し
て
お
く
。
（
（（
）
前
掲
注（
（
）曹
永
年「
説「
潜
埋
虚
葬
式
」（
八
二
頁
）参
照
。
（
（（
）『
晋
書
』巻
一
〇
五
、
石
勒
載
記
下

又
下
書
禁
國
人
不
聽
報
嫂
及
在
喪
婚
娶
、
其
燒
葬
令
如
本
俗
。
（
（（
）
町
田
隆
吉「
西
晋
時
代
の
羯
族
と
そ
の
社
会
―
後
趙
政
権
成
立
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
―
」（『
史
境
』四
、一
九
八
二
年
）参
照
。
（
（（
）
前
掲
注（
（
）張
学
鋒
編『
中
国
墓
葬
史
』上
、斉
東
方「
中
国
古
代
喪
葬
中
的
晋
制
」
（『
考
古
学
報
』二
〇
一
五
年
第
三
期
）等
参
照
。
（
（（
）『
三
国
志
』巻
二
、
文
帝
本
紀
、
黄
初
三（
（（（
）年
条

作
終
制
曰「
…
…
自
古
及
今
、
未
有
不
亡
之
國
、
亦
無
不
掘
之
墓
也
。
喪
亂
以
來
、
漢
氏
諸
陵
無
不
發
掘
、
至
乃
燒
取
玉
匣
金
縷
、
骸
骨
并
盡
、
是
焚
如
之
刑
、
豈
不
重
痛
哉
。
禍
由
乎
厚
葬
封
樹
。
…
…
」
（
（（
）
盗
掘
の
予
防
と
は
、
言
わ
ば
薄
葬
の
現
実
的
な
理
由
で
あ
る
。
薄
葬
の
精
神
的
理
由
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫「
薄
葬
の
思
想
」（
同『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ
人
・
家
・
学
術
』法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）、
同「
皇
甫
謐
の「
篤
終
論
」（
前
掲『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ
人
・
家
・
学
術
』、
初
出
一
九
九
七
年
）
等
参
照
。
（
（（
）
神
矢
法
子『「
母
」
の
た
め
の
喪
服
―
中
国
古
代
社
会
に
見
る
夫
権
―
父
権
・
妻
＝
母
の
地
位
・
子
の
義
務
』（
近
代
文
藝
社
、
一
九
九
四
年
）参
照
。
（
（（
）
後
漢
末
期
の
過
礼
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定「
漢
末
風
俗
」（『
宮
崎
市
定
全
集
』
七
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
四
二
年
）
を
、
過
礼
と
石
刻
の
関
係
に
つ
い
て
は
永
田
英
正「
漢
代
の
石
刻
」（
同『
漢
代
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。
（
（（
）
吉
川
忠
夫「
六
朝
に
お
け
る『
孝
経
』の
需
要
」（
同『
六
朝
精
神
史
研
究
』同
朋
舎
、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
六
七
・
一
九
七
五
年
）参
照
。
（
（0
）
野
間
文
史『
孝
経
―
唐
・
玄
宗
御
注
の
本
文
訳
附
孔
安
国
伝
―
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）は
、「『
孝
経
』と
は
、「
君
子
」が
考
に
よ
っ
て
天
下
を
統
治
す
べ
き
こ
と
を「
天
子
」に
要
請
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」と
指
摘
す
る（
九
九
頁
）。
こ
れ
は
前
掲
注（
（（
）吉
川
忠
夫「
六
朝
に
お
け
る『
孝
経
』の
需
要
」で
指
摘
さ
れ
る『
孝
経
』の
重
要
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
統
治
に
お
い
て
考
が
重
視
さ
れ
た
事
を
推
知
で
き
よ
う
。
（
（（
）
川
本
芳
昭「
五
胡
十
六
国
・
北
朝
時
代
に
お
け
る
華
夷
観
の
変
遷
」（
同『
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）参
照
。
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（
（（
）
前
掲
注（
（
）小
野
響『
後
趙
史
の
研
究
』参
照
。
特
に
英
雄
的
カ
リ
ス
マ
の
定
義
は
、「
序
論
」を
参
照
。
（
（（
）
葬
礼
の
風
習
か
ら
見
て
も
、
孝
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
か
ら
見
て
も
、
そ
の
主
た
る
対
象
は
漢
族
就
中
漢
族
士
人
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
（（
）『
資
治
通
鑑
』巻
一
〇
〇
、
晋
紀
、
穆
帝
升
平
三（
（（（
）年
二
月
条
に
も
、
こ
れ
と
同
様
の
話
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
発
掘
の
様
相
が
よ
り
具
体
的
な『
水
経
注
』
を
引
用
し
た
。
（
（（
）『
資
治
通
鑑
』巻
一
六
〇
、
梁
紀
、
武
帝
太
清
元（
（（（
）年
八
月
条
に
、

　
　

甲
申
、
虛
葬
齊
獻
武
王
於
漳
水
之
西
。
潛
鑿
成
安
鼓
山
石
窟
佛
寺
之
旁
爲
穴
、
納
其
柩
而
塞
之
、
殺
其
群
匠
。
及
齊
之
亡
也
、
一
匠
之
子
知
之
、
發
右
取
金
而
逃
。

と
あ
る
に
拠
れ
ば
、
高
歓
も
ま
た
虚
葬
さ
れ
、
遺
体
は
潜
埋
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て『
北
斉
書
』巻
二
、
神
武
帝
紀
下
、
武
定
五（
（（（
）年
条
に
は
、

　
　
八
月
甲
申
、
葬
於
鄴
西
北
漳
水
之
西
、
魏
帝
臨
送
於
紫
陌
。

と
あ
っ
て
、
潜
埋
・
虚
葬
の
事
は
記
さ
れ
な
い
。
右
の『
資
治
通
鑑
』の
記
事
に
つ
い
て
、
胡
三
省
は「
史
言
潛
葬
之
無
益
。」と
注
し
て
い
る
。
本
稿
の
述
べ
る
如
く
、
潜
埋
が
遺
体
保
全
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
機
密
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
、
公
的
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
事
も
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば『
北
斉
書
』に
記
載
が
な
い
の
も
宜
え
る
。
一
方
、
潜
埋
が
無
益
で
あ
る
事
を
言
わ
ん
と
す
る
説
話
が
高
歓
を
題
材
に
創
作
さ
れ
、『
資
治
通
鑑
』に
採
録
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
高
歓
の
虚
葬
に
つ
い
て
は
真
偽
定
か
な
ら
ぬ
と
い
う
事
に
な
る
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
本
論
で
は
高
歓
に
つ
い
て
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
北
朝
後
期
の
社
会
風
俗
の
検
討
も
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
二
〇
二
一
年
七
月
十
六
日
掲
載
決
定
）
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